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2025（令和７）年度 高等教育研究部 活動計画 

 

１．高等教育にかかる実践活動の拡充 

 

(1)入試改革と高大連携 

①北海道大学における入試改革に関する検討 

②入試広報 

③高大連携・接続 

④高等学校等の教育、入試に関する状況把握 

⑤入試データの活用 

(2)北大の大学教育改革への貢献 

①教養教育改革への参画 

②主体的な「学び」へ導くための学生支援体制の充実 

・プッシュ型支援検討 WG への参画 

・教員の新規採用 

・エンロールメント・マネジメントシステムの構築 

(3)教育の内部質保証システムの構築と支えるデータ基盤の開発（総合 IR 本部、質保証

推進本部等との連携） 

①教育情報の分析・活用方法の検討 

 ・授業アンケートの刷新 

②教育の内部質保証システムの構築 

 ・教育の内部質保証サイクルの調査研究 

 ・「学修成果の可視化検討 WG」報告書に基づくオープンバッジ、北大バッジ制度

の実装 

 ・「学修成果の可視化検討 WG」報告書に基づき新たに収集されるデータを用いた

内部質保証サイクルの更新 

 ・質保証に関する勉強会の開催 

③教育の内部質保証を支えるデータ基盤の開発 

 ・学務システム上へ質保証の基礎となる学位授与の方針の達成状況に関するデータ

収集機能を実装 

(4)大学教育と人材育成のあり方・効果に関する研究と実践 

①学部から博士まで一貫したキャリア教育のあり方についての検討 

 ・北海道大学「キャリア教育・支援ビジョン（仮称）」の策定 
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②就職支援における基礎データの分析とキャリア・就職支援のあり方の検討 

③留学生に対するキャリア・就職支援のあり方と就職後の状況に関する研究と実践 

④インターンシップの充実に向けた研究と実践 

⑤経済同友会と連携した低学年と修士課程大学院生の長期インターンシップの研究と

実践 

(5)地域社会と連携する大学づくり 

①生涯教育を発展させた大学院レベルのリカレント教育の開発（大学院教育推進機構

リカレント教育推進部との連携） 

 

２．高等教育研究に係るセミナー・シンポジウム等の実施 

 

 (1)ソウル大学とのジョイントシンポジウムでの分科会の実施 

 (2)メルボルン大学との共同ワークショップでのワークショップの実施 

 (3)高等教育における研究・実践に関わるセミナーの企画・実施 

 

３．高等教育における研究成果の学内外への情報発信の拡充 

 

(1)「高等教育ジャーナル〜高等教育と生涯学習〜」の発刊 

①第 33 号：2026 年 3 月末発行予定 

②今後の「高等教育ジャーナル」のあり方についての検討 

(2)ホームページによる情報発信の見直し・強化 

 

以上 


